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ブルーカーボンへの期待

出展：JBE Jブルークレジット®認証申請の手引き Ver.2.4 R6.3

カーボン・オフセットの概要



漁港漁場整備事業との関係

既存施設を活用した藻場等の増殖場造成 造成藻場の利活用と保全

 漁船隻数などの減少により、漁港利用（水
域）に余裕が発生する漁港において、漁港
施設を活用した藻場造成等を推進

 Jブルークレジット®を活用した持続的な
藻場保全活動による造成藻場の機能保全
の試み

モデル地区：仙崎漁港（第３種）

○ 保全活動範囲を設定
○ 藻場の現況を把握

○ 造成藻場の維持・拡大
○ CO2吸収量をクレジット化

保全活動



山口県

長門市

（長門市の紹介）

〇本州の最西北端、山口県の西北部に位置（人口：29,733人）

〇日本海沿岸一帯の豊かな漁場

〇古くから捕鯨や漁業が盛ん（いかつり、さし網、定置網など）

〇多くの漁港が点在

〇北長門海岸国定公園に指定

〇海岸線は、日本海の荒波に浸食された岩と白い砂浜が出入りし、

変化に富んだ雄大な自然景観

仙崎エリア

地区の紹介



青海島

北長門海岸国定公園

自然

仙崎焼き抜きかまぼこ

特産

マスコット
キャラクター

長門市仙崎地域の特徴

水産

観光

青海島観光汽船

センザキッチン（交流拠点）交流

金子みすゞ記念館（詩人）

文化

古式捕鯨伝統

仙崎地方卸売市場
（水産流通拠点）



周辺藻場の状況（藻場の消滅）

〇２０１３年の夏、沿岸域全域で３０℃を超す高水温が長期間継続

→ 海藻類の枯死・流出が発生

〇日本海沿岸域は、ほぼ全ての藻場が壊滅的な状況

〇仙崎湾（青海島）の海岸には、大量の寄り藻が発生

保全活動範囲の藻場は流出



これまでの対策

〇２０１４年から、県は海藻種苗を大量生産し、漁業者に配布
→ 漁業者は母藻や種苗の投入を実施

〇２０１８年から２０１９年にかけ、県は仙崎湾周辺の８地先に核藻場を造成

しかしながら・・・

〇近年、地球温暖化等の要因により仙崎湾周辺の藻場はウニ類
の食害を受け、藻場の減少が進行（特に「ガンガゼ」）

課題解決に向け

〇藻場の回復・維持に向けた保全活動を効率的かつ継続的
に実施するため、
長門市・漁業者・県で構成するプロジェクト協議会を
２０２２年９月に設立し、組織的な活動に着手

協議会設立の経緯



〇仙崎湾の減少した藻場を復活させ、以前の豊かな海を取戻したい

〇地域の重要な産業である、水産業や観光業などの活性化を図りたい

協議会の活動方針

〇活動を強化・継続するとともに、活動の認知度向上を図る

〇藻場の回復・維持を実現し、カーボンニュートラルへの貢献と

水産業・観光業の振興を目指す

漁業者と長門市の思い



協議会の役割分担

〇協議会活動の立上り支援
・藻場分布状況調査
・CO2吸収量の算定
・Jブルークレジット認証申請

〇協議会運営サポート
・協議会の広報活動などに助力

〇藻場保全活動
・所属漁協ごとに活動を分担
・保全活動計画の作成・報告
・藻食生物（ウニ類）の除去
・母藻の設置、移植 など

〇協議会の運営
・会長及び事務局
・総会（臨時総会）により意思決定

〇協議会活動の広報
・認知度向上に向けたPR活動
・小学生への環境保全学習会
・水産業及び観光業の活性化

漁業者

長門市

山口県協
働
・
連
携



仙崎地先
造成：S59、R1
担当：仙崎支店

活動海域

小島地先
造成：R1
担当：小島支店

通地先（２か所）
造成：S60
担当：通支店

野波瀬地先
造成：S58
担当：野波瀬支店

保全活動の場所

仙崎湾



【仙崎支店藻場保全グループ】

○ 活動面積：24.5ha

○ 活動内容：ウニ類の除去・移植

母藻の移植・設置

保全活動場所・活動状況（仙崎支店）



保全活動の場所保全活動場所・活動状況（小島支店）

【小島支店藻場保全グループ】

○ 活動面積：1.8ha

○ 活動内容：ウニ類の除去



保全活動場所・活動状況（野波瀬支店）

【野波瀬支店藻場保全グループ】

○ 活動面積：1.6ha

○ 活動内容：ウニ類の除去



保全活動の場所保全活動場所・活動状況（通支店）

【通支店藻場保全グループ】

○ 活動面積：8.0ha

○ 活動内容：ウニ類の除去



藻場分布状況の調査

認証のポイント

CO2吸収量の算定結果の妥当性として「確からしさ」を評価

〇算定に使用した藻場調査手法を評価

〇算定に使用したCO2吸収係数及び藻類被度の反映状況を評価

調査に求めるもの

「確からしさ」を高めるため、次年度以降の調査費用の削減に向け、

〇詳細に藻場状況を把握

〇藻場の構成種や被度、藻場の分布範囲を特定

「Jブルークレジット®認証申請の手引き」を参考として、

〇藻場調査に係る業務委託を行うため、藻場調査計画を作成

〇ホンダワラ主体のガラモ場のため、調査時期を４～５月に設定



藻場分布状況の調査



藻場分布状況の調査



藻場分布状況の調査結果（仙崎地先）

〇藻場面積：6.255ha
◇アラメ場 0.769ha
◇ホンダワラ場 3.489ha
◇ワカメ場 1.997ha



藻場分布状況の調査結果（野波瀬地先）

〇藻場面積：0.533ha
◇アラメ場 0.111ha
◇ホンダワラ場 0.307ha
◇ワカメ場 0.115ha



藻場分布状況の調査結果（小島地先）

〇藻場面積：0.049ha
◇アラメ場 0.000ha
◇ホンダワラ場 0.032ha
◇ワカメ場 0.017ha



藻場分布状況の調査結果（通地先）

〇藻場面積：2.702ha
◇アラメ場 0.283ha
◇ホンダワラ場 1.689ha
◇ワカメ場 0.730ha



仙崎グループの藻場 小島グループの藻場 野波瀬グループの藻場 通グループの藻場

保全活動の成果と課題

〇保全活動の成果（藻場の状況）

〇保全活動の成果
・保全活動面積（３５．９ｈａ）に対し、２１名で４７回実施した結果、

☞９．５ｈａの藻場を回復
☞海藻の被度が５％以上５０％未満が約９０％

〇課題
・保全活動面積（３５．９ｈａ）の海藻の被度が低い

〇今後の対応
・保全活動面積（３５．９ｈａ）内の海藻の被度向上を目指す

☞藻場保全活動の継続・強化
☞活動方法等の検討



Jブルークレジット認証までのプロセス



Jブルークレジット認証までのプロセス



Jブルークレジットの発行・譲渡

〇申請したCO2吸収量 ※ベースライン０
①藻場ごとのCO2吸収量

アラメ場： 4.884ｔ-ＣＯ2

ガラモ場：14.895ｔ-ＣＯ2

ワカメ場： 1.286ｔ-ＣＯ2

合 計：21.065ｔ-ＣＯ2

②調査船舶のCO2排出量
合 計： 0.586ｔ-ＣＯ2

⇒①－②＝20.479ｔ-ＣＯ2

〇確からしさの評価
■対象藻場面積の算定⇒９０％

調査手法が妥当であるとして高評価

■吸収係数⇒７０％
地域特性を考慮していない文献値を
使用しているものの、算定において
藻場の被度を考慮している点が評価

〇クレジットの譲渡（JBE公募）
■総量配分方式（口数式）

⇒８社の企業法人へクレジットを譲渡
⇒譲渡収益：５８２，８５５円



〇仙崎湾周辺の小中学校の児童・生徒を対象とした
環境学習を計画的に実施

〇令和5年度の実績
5/12 長門市立 通小学校 全校児童１０名

〇令和６年度の実績
10/18 長門市立 明倫小学校 5・6年生 ４３名

【目 的】
環境保全の重要性と水産業担い手の確保を目的

○ 仙崎湾の現状と保全活動内容
○ カーボンニュートラルや藻場の重要性
○ 水産業に対する理解

環境保全学習会の実施
学習会資料の抜粋

活動内容紹介

二酸化炭素
の流れ

藻場の働き



【今後の対応】
・協議会だより（継続）
・環境保全学習会（継続）
・各種取組みの報道発表（継続）
・パンフレットの作成（作成中）
・長門市ＨＰに専用ページを作成
・簡易看板の設置（集客施設や漁協関連施設）
・PR動画を作成し、集客施設で放映

今後の展開

プロジェクトの認知度向上
（多くの企業さんに保全活動を知ってもらう必要）

安定的なクレジット収入の確保
（保全活動費、藻場調査費、広報活動費）



活動の継続や広報を進め、

「カーボンニュートラルへの貢献」
と

「水産業の振興」

を図ります！

海のゆりかごブルーカーボンプロジェクト in センザキ協議会
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